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緑 肥鋤 込 土壊 に お け るパ レ イ シ ョの生 育 、収量

柳 田雅 芳・ 熊 谷憲治・ 横 井 正 治

(青森県畑作園芸試験場 )
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表 1 試験区の構成および区名
1 ま え が  き

緑 B巴作付とその鋤込による土壊管理は,堆肥施月に

かわる省力化 した地方維持方式 として有効である。 し

か し,緑 肥鋤込後の作物生育の特殊性,緑肥分解過程

における養分の放出 と土策に及ぼす影響についての検

討が不十分であ り。緑肥作付の裁培体系は農家技術 と

して定着 していない。

当場において昭和45年 から実施された畑中核試験の

中でも,緑肥鋤込が堆肥施用にかわる有効な地方維持

方式であることを明 らかにしたが,緑 IIEに 対する作物

の反応は必ず しも一様ではなか った
lヽ

従 って,今 後縁 1巴作物 を輸作体系に取 り入れてい く

上で,緑肥に対する各作物の生育反応 を明らかにして

おく必要がある。

ここでは,緑肥ライムギ鋤込に対するパ レイショの

生育反応について調査 した結果 を報告する。

2試 験 方 法

1 試験場所 青森県畑作園芸試験場目芸部

2 試験期間 昭和50年～ 51年

5 区の構成および施肥量 (表 1)
4 耕種方法

1)供試品種 ライムギ (ハ ヤ ミドリ)

パ レイシ ョ(男爵 )

2)植付け時期

昭和50年 4月 26日 ,昭和51年 4月 24日

5)栽 植密度

7o× 22“ (649株 ′a)

4)ラ イムギ鋤込時期および鋤込量

昭和50年 4月 24日 (150"/a)

昭和51年 4月 22日 (4294均 ′a)

5)ラ イムギ鋤込方法

ブラウで25“ に耕起 し,デスタハローにより切断 し,

表層20銀 の土壌 とよく混和 した。

5 試験規模  `区 la, 1区制

6 分析方法 植物体窒素分析 ケルダール法

土壌無機態窒素 Bremner法 の

地上部乾物重       LAI

-129-

注. 施肥条件は各区 ともP205 156, K20110切 /10a

施肥  *昭 和51年 のみЛ設

6試 験 結 果

図 1に 各時期の地上部乾物重 とm工 を示 した。

着薔期の地上部乾物重 と収量との間には強い正の相

関関係が得られ (r_a'158**う ,緑 1巴系列では他系

列に比較 して乾物重が劣 り,図 1に 示 されているよう

に IIAIも 小さくなっている。また, 1,以 上いも重で

も他系列に劣 った。

さらに,地上部最大期の生育をみると,緑 肥系列で

は草丈が長 く,葉数も他系列 より多 日で,地上部乾物

重 ,LAIと も大きくな っている。 この時期のLAIと 収

量 との関係をみると,mェが 5を越 える生育条 件 では

減収する傾向がみられ,緑 肥系列では LAIが大きく,

施肥条件ではいずれも LA工 が 5を 越えている。

収量をみると,緑 肥系列ではいも個数が少な く他系

列に比較 してやや低収であった。また澱粉価は緑 1巴系

列で低 くな っている(図 2)。

以上の結果をふまえ,昭 和51年 には緑肥 (ライムギ )
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図 1 着薔期および地上部最大期における

地上部乾物重お よび LA■ (昭 50)
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図 2 収量調査成績 (昭 50)

に対するパ レイショの生育反応 を解析するため,土壌

中の無機態窒素 と生育 との関係について検討 した。

前芽期における無機態窒素 (表層 10～20m)と 着 薔

期の地上部乾物重 との間には正の相 関 関 係がみられ

(r―Q7`10*),緑 肥系列においては無機態窒素は一般

表 2 土壌無機態窒素と生育・収量 (昭 51)

に少な く,着書期の乾物重も軽い傾向であタヒ(表 2)。

さらに着菅期の無機態窒素 (表層10～ 20薇 )と 着書

期か ら地上部最大期までの乾物増加量との間には正の

相関関係がみられ (r-06勉 8*),緑 IE系 列においては,

無機態窒素が他系列に比較 して多 く,乾物増加量 も多

い傾向を示 している。

また,乾物増カロ量 と収量 との関係をみると,増加量

が大きいことが必ず しも収量増に直結 しないことを示

している。

一方 ,着 奮期の無機態窒素と地上部最大期の地上部

の窒素含有率との間には,葉で r=08094*t茎 では

r-08848**の 高い正の相関がみられ,緑肥系列にお

いては無機態窒素が多 く,最 大期の窒素含有率も高 く

な っている。さらに,最 大期の窒素含有率と澱粉価の

間には負の相関関係がみられ (図 3),緑 肥系列におい

ては窒素の過剰吸収が,爾粉生産に悪影響を及ぼ した

もの と考 えられる。

緑肥鋤込によ ってパ レイショの初期生育は遅れ,以

後地上部最大期までの地上部乾物増加量は他系列 (堆

肥,無堆1巴 )に比較 して多いが,過繁茂ぎみの生育 と

な り収量低下の原因 とな っている。 また,緑肥系列に

おいては後期の窒素の過剰吸収が澱粉生産に悪影響を

及ぼ し,澱粉価 を低下させているもの と考 えられる。

引  用  丈  献

1)青森県農業試験場 裁培法ならびに土壌管理に

よる地方維持に関す る試験成績書.昭 43～ 49年

2)土壌養分測定法委員会.

無機態窒素.土壌養分分析法 ■ 184-200.
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図 5 地上部最大期の葉中窒素含有率
と澱粉価 との関係 (昭 51)

4 ま

ライムギの春鋤込に対す るパ レイショの生育反応に

ついて検討を加 えた。
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